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L 製品紹介

OSl文書交換データ変換機能"HITEXT/FGW”

HITEXT/FGWは,マルチベンダ環

境での相互運用性の実現を目的とした

OSIでの事務文書体系ODAを使用した

異機種間での文書交換をサポートする

プログラムプロダクトである(INTAP

作成のOSI実装規約JISx5003参考に

準拠)｡VOS3ホスト内で,ODAと日立

製作所の‾史書‾交換形式であるMCAを

相互に変換する(図1)｡

l. 主な王特長

ODAは,オフィスで使用されるマル

文書 VOS3
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図I H什EXT/FGWの機能

MCA

OSl文書交換

データ変換機能

HITEXT/FGW

チメディアを含む‾文書の交換形式を定

めた規格である｡ODAには大きく分け

て次の二つのアーキテクチャが含まれ

る｡

(1)FDA:書式付き文書体系

(2)PDA:処理可能‾史書体系

HITEXrr/FGWは,このうち割り付

け済み文書の交換形式を定めたFDAを

サポートしたもので,FDAの範囲の‾文

書と,日立製作所の文書交換形式MCA

で表された文書間の相互変換をVOS3

ホスト内で行う｡

文書
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ODA 相手システム/

(MHS,FTAMなどによる＼＼

ODA文書の転送)

日直

HITEXT/FGWを用いることによ

り,2050で作成したマルチメディア文

書をVOS3ホストを経由してODA形式

で他機種に送ることができる｡また,

ODA形式の文書を受け取り,VOS3ホ

ストを経由して2050に送信することに

より,文書の表示･印刷をすることが

できる｡

ODAは‾文書の交換形式を定めた規格

であるが,文書を運ぶ手段とは独立にな

っている｡これに関しては,HITEXT/

FGWは,次に示す3種類の形態に対応

できるように作られている｡

(1)電子メール(HOAPMAIL:MHS)

による文書の交換

(2)ファイル転送(ⅩFIT:FTAM)に

よる文書の交換

(3)媒体(耳義気テープなど)交換による

文書の‾交換

(日立製作所 情報事業本部 コンピュー

タ事業部)

S-2700形新形走査電子顕微鏡

走査電子屍頁微鏡は,光学顕微鏡と比

較して分解能や焦点深度が約二けた大

きく,またⅩ線分析が可能など優れた機

能を持っていることから,研究･開発･

事故解析･QCなど多くの分野で利用さ

れているが,電子線をきわめて細く絞

るために信号量が小さく,鮮明な像を

得るには遅い周期で走査を行う必要が

あr),良残光のCRTを用いて残像を観

察するため暗室が必要で,操作上問題

があった｡この問題を解決するため,

信号をいったんフレームメモリに記憶

させ,同時にテレビジョンレートで読

み出してモニタに常時テレビジョン保

として表示する方法を採用し,暗室を

不要とすると同時に性能や操作性をさ

らに一段と向上させたS-27()0形走査電

子顕微鏡を開発した｡

1.主な特長

(1)鮮明なスロースキャン像を,スキ

ャンコンバージョン機能によr),常時

明るいテレビジョン像として表示｡

(2)テレビジョンスキャン像を,リカ

ーシブフィルタを用いSN比を改善｡

(3)フレームメモリとカラーモニタを

追加することにより,2画像の比較や

疑似カラー表示が可能｡

(4)対物レンズに高性能コニカルタイ

ブのものを使用し,試料の傾斜観察や

Ⅹ線分析時の観察分解能を大幅に向上｡

2.主な仕様

S-2700形新形走査電子顕微鏡の主

な仕様を表1に,外観を国=に示す｡

(日立製作所 計測器事業部)

表l 主なイ士様
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図t S-2700形走査電子王蹟微鏡の外観

項 目 容

基本性能

観察像表示

写真撮影

自動化機能

召､析機能

(オプション)
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ステイグマ調整

写 真 撮 影

自動スタート
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4rlm

15-､一300′000倍

0.2--､30kV

200mm

12インチ横形(非残光)

フレームメモリ(リカーシブフィルタ付き)

テレビジョン,スロー(4種),レデュース, オブリーク

ウエーブフォーム,スプリット･デュアルマタ

40秒,80秒,200秒,400秒(2′000本)

20秒(l.000本)
ABC

AFC

ASF

オートフォト

オートスタート

EDX(350),WDX(350)同時可能
子 4分割アニュラまたはハイパス
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超高揚程エスカレーター

最近,丘陵地での観光,リゾート,

ニュータウンなどの開発がi舌発に進め

られ,これら用途の交通アクセスとし

て連続･大量輸送を特長とする高揚程

エスカレーターがクローズアップされ

ている｡

日立製作所では,瀬戸内海国立公園

の｢エスカヒル･鳴門+に高低差34m,

全長が70mにも及ぶ世界有数の超高揚

図l 高低差34mの超高揚程エスカレー

クー

程エスカレーター2台など計4台を納

入したので紹介する(図=)｡

l.主な!特長

(1)景観と安全性への配慮

自然との調和を重視した建築意図に

従い,山肌に沿う透明なドームの中に

上り,下り乗I)継ぎ式に4台設置した｡

また,避難スペースに使う踊F)場,案

内放送,テレビジョン監視システムを

設けるなど乗客の安全輸送に細心の注

意を払った｡

(2)耐久性の向上とデザイン

海が近いことや,観光客が多いこと

に備えて,乗降床,踏み段および欄干

にステンレス綱を採用して耐久性を高

める一方,高級イメージのデザイン感

覚で統一を図った｡

(3)総合信相性,保守性の向上

各部の強度増し,メカニカルロスの

低減,適正な制動特性,迅速な保守村

応策など,超高揚程に対応する新技術

を確立した｡

2.主な仕様

超高揚程エスカレーターの主な仕様

を表1に示す｡

(日立製作所 機電事業本部)

表l 主なイ士様

No. 項 目 仕様右よび木オ質

l 野 式 800CX-P

_2__

揚 程 34′000mm

_j
有 効 幅 800mm

_4

r豆否み段幅 604mm

_j
速 度 30m･/mi11

6 角 度 300

7 運転方式 可逆式キースイッチ操作

8 電 源 AC3相400V,60Hz

_9
電動機容量 25kW

+p. 減 速 機 特殊ヘリカル歯車機構

+l ハンドレール ハイパロン∠ゝ成ゴム

+旦_ 踏 み 段 ステンレス鋼

13 欄干量匠材 ステンレス鍋

+4. 欄干パネル ステンレ哀鋼
【5 乗降口床 ステンレス鋼

性能向上著しいXDM/RD
ⅩDM/RDは,VOS3/ESlで稼動する

リレーショナルデータベース管理シス

テムである｡従来製品であるRDBlを発

展させたものであり,積極的な性能向

上により,非定形業務に加えて定形業

務への適用性が飛躍的に高まった｡

ⅩDM/RDの特長を以下に述べる｡

(1)高性能化

高多重プロセッサに対応するため並

列処理方式を採用した｡また,データ

ベースに対する複数のアクセス要求を,

一括して処理する方式を採用して,大

量バッチ処理の高性能化を実現した｡

これらの改善により,従来製品であ

るRDBlに対し,約1.4～2倍性能を向

上した｡性能向上の経過を図1に示す｡

12

10

注:0-01件検索処理

△-△1件更新処理

ズーXデータロード

プ
RDBl

㌢

×DM/RD

図lリレーショナルデータベースでの単

位時間当たり処理能力の伸び
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(2)標準仕様準拠

HAA仕様に基づいたⅩDM/RDは,

データベース言語として国際規格,日

本工業規格に準拠したSQLを採用して

いる｡これにより,SQLを使用した各

種流通ソフトウェアをⅩDM/RDに搭

載することが容易となった｡

(3)統合運用機能

ⅩDM/RDは,データマネジメントシ

ステムⅩDM/BASE E2のサブシステ

ムであり,ユーザーは構造形データベ

ースⅩDM/SD E2と組み合わせて,自

由に複合システムを構築することがで

きる｡この機能によって,ユーザー ア

:〔∃巨〕
｢‾芯言蒜妄言‾｢l I
l l

開発支援システム

l 支援機能

EAGJE2/SD
EAGJE2/RD

開発支援言語

EAGJE2/CRL

辞書管理機能

EAGLE2/DCT

韮韮
×DM/R〔) XDM/SD E2

XDM/BASE E2

HOAPDBS

プリケーション プログラムおよび関連

ソフトウェアは両タイプのデータベー

スを容易にアクセスすることができる｡

(4)充実した関連ソフトウェア

ⅩDM/RDには開発支援システム

EAGLE2,エンドユーザー言語ACE3

E2およびワークステーションに対する

データベースサーバHOAPDBSの機能

などの関連ソフトウェアがある｡これ

らの充実した各種の関連ソフトウエア

と連係して,図2の統合した高性能･

高生産性のDBシステムを構築すること

ができる｡

(H立製作所 情報事業本部 コンピュー

タ事業部)

エンドユーザー言語
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l l

l l
l
コマンド記述形 l

ACE3/CMD

フルスクリ】ン操作形

ACE3 巨2

+__

OFIS/DBS

RDB

OFIS/POL

ワークステーション

図2 関連ソフトウ

エア
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融恵碧南許

CRTデータ表示方法

プラントの運転監視では,プラント

状況を示すデータを取り込み,それら

のデータの品質(良,不良)を計算機に

よって判定し,CRTに瞬時データある

いは日報データとして表示する｡

従未,データが不良と判断された場

合,必要に応じて運転員が手動によっ

てデータを設定,表示することが行わ

れていた｡しかし,データの品質の種

別としては良,不良の二つだけであっ

たため,表示上｢良+のデータと

プラント

キーボード

◇

◇

運転員による｢設定+のデータが区別で

きなかった｡また,不良と判定される

データが継続して取り込まれる状況に

ある場合,いったん手動でデータを設

定しても,それが不良のデータで上書

きされてしまうという不都合があった｡

本発明では,データの品質種別とし

て｢良+,｢不良+に加え｢設定+とい

う状態を採用した｡図1に示すデータ

表示装置で,データ記憶装置にはデー

タの内容が格納され,データ品質記憶

プラントデータ 瞬時データ 日報データ CRT画面

判定格納装置 記憶装置 記憶装置 編集装置r

l

l

l

l

l

フ

l

l

ラントデータ

瞬時データ

品質記憶装置

日報データ

品質記憶装置

設定データ

判定格納装置

ト
l

l

l

▲

)王･t■■■■■■■‾▲

計算機 -…設定データ

星≡自
国】 データ表示装置 データ構成

0 0

0 1 良

1 D 盲又正

1 1 不良

データ品質記憶

装置のデータ構成

◇匡ト

表l 表示データの決定法

No_

データの品質 デ丁タの表示

表喜冨壷夕表示データ削回丁一夕
の品質

新丁一夕

の品質
l 良 良 良 新車ニ空_
2 設 定

_阜

畠

__憂互-_冬_‾3 不 良 良 良 新車ニ旦_

4 良 設 定 設 定 鞋至二き
‾5 二/t

⊂±コ
ニ∩ノ ｢一■1 二′し

l±コ

_牡タ
看又_些

不良

昌又 スE_ 音叉疋

設定6 設 定 新デー_空_
(フニランク)7 ‾良 不 良 不 良

8 設 定 不 卓 設 定 前回データ

9 不 良 不 良 不 良 (ブランク)

装置には各データの品質が格納される｡

これにより｢良+と｢設定+のデータ

が区別されて表示される｡また,表l

に示すように前回データの品質が保存

され,新データの品質との組み合わせ

によって表示されるべきデータの内容

が決定される｡

l.特長･効果

表示されたデータの品質が容易に確

認でき,迅速かつ正確な運転監視がで

きる｡

2.]是供技術

■関連特許の実施許諾

●特許第1364136号

｢CRTデータ表示方法+

電力系統の故障検出装置

1.本発明の背景

電力系統に広域停電故障が発生した

場合,給電指令所で復旧手順を決定し

なければならないが,その際,故障発

生個所を明確に判定する必要がある｡

しかし,従来はこの故障発生個所の判

定を人間が行っていたため,リレー(各

種のりレーが存在)および遮断器の動作

電 気 所

リレー(
遮断器‡
⊂コーーー･･-

⊂=トー･･-----

リ レー動作
信号縮約装置

遮断器の状態

を 符 号 化

送

信

器

電 気 所

電 気 所

事実から上記の判定を行うには長時間

を要し,また誤判断などによって復旧

操作に遅延を招くという問題があった｡

本発明は,このような問題を解決す

る電力系統の故障検出装置を提供する

ものである｡

2.本発明の内容

図1に示すように,給電指令所内の

故障検出装置は受信装置,記憶装置,

故障判定装置および表示装置から成

り,各電気所からのりレ【出力信号お

給電指令所

記 憶 装 置

受

信

装

置

故障判定装置

表示 装置

図l 給電指令所と電気所の関係

よび遮断器の動作信号を受信装置を介

して入力し,これらの信号から故障判

定装置は動作したリレーおよび遮断器

の名称を判別する｡

さらに記憶装置内に蓄積されたリレ

ー(各種リレーの保護すべき範囲)と系

統構成に関するデータから,上記判別

した名称に対応する各リレーの保護す

べき範囲を求める｡

これら各保護すべき範国の重畳部分

(どの範囲にも含まれる部分)となる系

統区間を故障発生区間と判定し,その

判定結果を表示装置によって表示する

ものである｡

3.年寺長･効果

人手を介さずに,自動的かつ高速に

電力系統の故障発生区間を検出できる｡

4.提供技術

■ 関連特許の実施許諾

●特開昭6卜157214号

｢電力系統の故障検出装置+

日立製作所では,すべての所有特許権を適正な価格で皆さまにご利用いただいております..また,ノウハウについてもご相談に応じておりますので,お気軽にお問い合わせください

ぉ問い合わせ先は… 株式会社日立製作所 〒川0東京都千代田区丸の内一丁目5蕃■号(新丸ビル)電話(03)z川-3=4順通)知的所有権本部ライセンス第二邪特許営業グループ
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■自重直垂寺垂

係数設定装置

l.本発明の背景

電力系統用制御および保護リレーシ

ステムでは,例えば系統構成に変更が

生じた場合,速やかに各種制御および

保護演算に用いる係数(整定値)を変更

する必要がある｡しかし,これまでの

システムでは整定値を変更する間,そ

の機能を一時停止しなければならない

という問題があった｡

本発明はこの間簿を解決し,整走値を

電源
遮断器

/
電流変成器

速

断

指

令

システムの機能を停止することなく,オ

ンラインで変更可能とするものである｡

2.発明の内容

上記システムを図=に示す構成とし,

以下に整走値の設定方法を述べる｡

(1)整定値の設定変更時,係数設定盤

から新整走値を人力し,E2PROM(電

気的消去･再書込み可能不揮発性メモ

リ)を介して第2メモリへ記憶する｡

(2)第2メモリ中の新整定値はCPUの

送電線

電圧変成器 係数設定盤

整定値のチェック 整定住のチェック

演算

処王里

演算

処‡里

サンプル周期

000000

呂3呂[亘]

帯

E2pROM* 第1メモリ

第2メモリ

入力回路

演算装置

(CP〕)

出入力路

図2 処理タイミングを示すタイムチャート

処理空時間にその正当性をチェックさ

れる(図2参照)｡

(3)上記(1),(2)の間,CPUは第1メモ

リ中の変更前の整走値を用いて,清算

処理を継続して実行する｡

(4)上記(2)でチェックされた新整走値

はE2PROMを介して第1メモリへ記憶

され,以後この新整定借に基づき演算

処理をCPUが実行する｡

3.特長･効果

整定値の変更を,システムの機能を

停止することなく行うことができる｡

4.提供技術

注:* E2pROM(電気的消去･再書込み可能不揮発性メモリ)

図l 電力系統用制御･保護システム

■関連特許の実施許諾

●特許第川24809号
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